
幕
末
の
動
乱
期
、
国
の
病
を
治
す
道
を
選
ん
だ

勤
皇
の
志
士　

多
事
多
難
な
人
生

特
集

毛
呂
山
人
物
伝

 医者・国学者・勤皇の志士・神道家・国語学者

権田直助
毛
呂
本
郷
に
生
ま
れ
、
大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り
夫
利
神
社
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

に
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
権ご
ん
だ
な
お
す
け

田
直
助
。
そ
の
人
生
は
波
乱
に
満
ち
、

医
者
、
国
学
者
、
勤
皇
の
志
士
、
神
道
家
、
さ
ら
に
歌
人
、
書
家
そ

し
て
国
語
学
者
と
い
っ
た
様
ざ
ま
な
顔
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
数
々

の
業
績
を
残
し
た
直
助
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
回
は
直
助
の
生
涯
を
た
ど
り
、
そ
の
足そ
く
せ
き跡
に
迫
り
ま
す
。

▲

権田直助肖像画（町指定文化財）

慶応２年（１８６６）、倒幕運動の

ため江戸薩
さつまはんてい

摩藩邸に入った直助が

毛呂郷平山村の斎藤実
じっぺい

平（初代毛

呂村長・平山左
さ じ ま

二馬）に送った肖

像画といわれている。

権
田
直
助
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

世
の
動
き

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
１
歳

１
月
13
日
、
入
間
郡
毛
呂
本
郷
に
漢
方

医
の
父
・
嘉か
し
ち七
、
母
・
久く

ら

こ

良
子
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
17
歳

父
・
嘉
七
の
病
死
。

◆
外
国
船
打
払
令

文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
19
歳

妻
・
菊き
く
こ子
を
娶め
と

り
、
母
へ
の
孝
養
と
家

事
を
託
し
、
漢
方
医
学
を
学
ぶ
た
め
江

戸
へ
出
る
。

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
22
歳

医
道
修
業
の
た
め
各
地
を
遊
歴
。

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
25
歳

故
郷
に
戻
り
、
実
家
の
門
前
に
表
札
を

掲
げ
一
家
を
な
す
。

◆
天
保
の
大
飢き
き
ん饉

天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
29
歳

国
学
四
大
人
の
一
人
、
平ひ
ら
た
あ
つ
た
ね

田
篤
胤
に
入

門
。
古
医
道
を
究
め
る
た
め
、
古
典
研

究
の
必
要
性
か
ら
国
学
の
道
に
入
る
。

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）
33
歳

平
田
篤
胤
の
思
想
が
幕
府
批
判
と
と
ら

れ
、
江
戸
を
離
れ
た
た
め
、
直
助
も
や

む
な
く
帰
郷
す
る
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
40
歳

日
本
古
来
の
医
道
で
あ
る
皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
を

研
究
し
、
日
本
最
古
の
薬
方
書
「
神し
ん

遺い

方ほ
う

」
を
詳
し
く
説
明
し
た
「
神
遺
方
経

験
抄
」
を
草
稿
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）

◆
ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航

安
政
５
年
ご
ろ
（
１
８
５
８
）

◆
蘭
方
医
安あ
ん
ど
う
ぶ
ん
た
く

藤
文
澤
、
多

数
の
幼
児
に
種し
ゅ
と
う痘
を
実
施

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
54
歳

医
業
を
門
人
に
委ゆ
だ

ね
、
上
洛
し
上
流
社

会
の
人
び
と
に
国
学
を
論
じ
る
な
ど
、

尊
王
攘
夷
運
動
に
傾
倒
す
る
。

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
59
歳

糾き
ゅ
う
ご
う
し
ょ
と
ん
し
ゅ
う
た
い

合
所
屯
集
隊
・
大
監
察
と
し
て
苅か
り

田た

積つ
み

穂ほ

の
名
で
薩
摩
藩
邸
に
入
り
、
薩
摩

藩
邸
焼
討
事
件
に
関
わ
る
。

◆
大
政
奉
還

◆
坂
本
龍
馬
暗
殺

◆
王
政
復
古
の
大
号
令

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

◆
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
61
歳

刑
法
官
監
察
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。
新

政
府
に
よ
る
大
学
校
設
立
の
際
に
は
中

博
士
に
任
命
さ
れ
、
皇
朝
医
道
の
専
任

教
授
を
務
め
る
。

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
63
歳

確
た
る
理
由
も
な
く
国
事
犯
の
嫌
疑
を

受
け
、
金
沢
藩
に
幽
閉
さ
れ
る
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
64
歳

政
治
一
切
を
断
念
し
、
国
学
の
研
究
に

従
事
す
る
。

◆
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
へ

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
65
歳

大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
の
祠し
か
ん官
に
招
か
れ
、

そ
の
後
三
島
大
社
の
宮
司
を
兼
務
。

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
73
歳

本
籍
を
大
山
に
移
す
。

明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
74
歳

皇こ
う
て
ん
こ
う
き
ゅ
う
じ
ょ

典
講
究
所
の
教
授
に
就
く
。

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
75
歳

教
導
職
の
最
高
位
で
あ
る
大だ
い
き
ょ
う
じ
ょ
う

教
正
と
な

る
。

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
79
歳

６
月
８
日
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
没
す
。

没
後
「
国こ
く
ぶ
ん
く
と
う
こ
う

文
句
読
考
」
が
出
版
さ
れ
る
。
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特集　権田直助

Moroyama 人物伝

　

江
戸
時
代
末
期
、
八は

ち
お
う
じ

王
子
道み

ち

が
通
り
、

市い
ち

が
開
か
れ
る
な
ど
、
賑に

ぎ

わ
い
を
見
せ
て

い
た
毛
呂
本
郷
。
こ
の
地
に
、
権
田
直
助

は
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
１
月
13
日
生

を
受
け
ま
し
た
。
権
田
家
は
代
々
医
者
を

生な
り
わ
い業

と
し
、直
助
の
祖
父
・
又ま

た
ざ
え
も
ん

左
衛
門
、父
・

嘉か
し
ち七

と
も
技
量
が
高
く
、
人
び
と
か
ら
信

頼
さ
れ
た
医
者
で
、
経
済
的
に
も
裕
福
な

家
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

少
年
期
の
直
助
は
、向
学
心
に
あ
ふ
れ
、

父
よ
り
医
書
を
学
び
、
漢か
ん
せ
き籍
を
同
郷
の
先

輩
で
あ
る
下し
も
だ
そ
こ
う

田
素
耕
か
ら
学
ん
で
知
識
を

得
て
い
た
よ
う
で
す
。高
い
才
能
を
持
ち
、

覚
え
は
よ
か
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
は
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
諸
外

国
船
が
日
本
に
来
航
し
、
通
商
を
求
め
て

き
て
お
り
、
幕
府
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
し
た
。
時
代
は
、
幕
末
の
動
乱
期
に

向
か
い
、
経
済
状
況
の
悪
化
か
ら
、
人
び

と
は
厳
し
い
生
活
を
強し

い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
直
助
は
医
業
の
道

に
進
む
べ
く
、
学
業
に
精
進
し
ま
す
が
、

17
歳
の
時
、
父
親
が
病
死
し
て
し
ま
い
、

家
業
を
継
ぐ
ま
で
の
技
量
は
な
い
と
悟

り
、
最
良
の
師
を
求
め
て
江
戸
に
出
て
い

ま
す
。

　

直
助
は
漢
方
医
と
し
て
一
家
を
な
し
ま

す
が
、
そ
の
向
上
心
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

道
に
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
古
来
の
医
道

の
復
興
に
心
血
を
注
い
だ
医
者
と
し
て
、

尊
王
思
想
か
ら
倒
幕
運
動
に
命
を
か
け
た

勤
皇
の
志
士
と
し
て
、
さ
ら
に
国
学
者
、

神し
ん
と
う道

家か

、
国
語
学
者
と
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
歌
人
、
書
家
と
し
て
の
才

能
も
発
揮
し
て
い
ま
す
。

▲毛呂郷大絵図の一部（天保４年）○印が直助の家

▲現在の毛呂本郷（毛呂本郷交差点北側）

▲

生地には埼玉県指定旧跡『権田直助

　生地』の標柱が建つ（岡部米店前）

直助の家

八王子道

権
田
直
助
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

世
の
動
き

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
１
歳

１
月
13
日
、
入
間
郡
毛
呂
本
郷
に
漢
方

医
の
父
・
嘉か
し
ち七
、
母
・
久く

ら

こ

良
子
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
17
歳

父
・
嘉
七
の
病
死
。

◆
外
国
船
打
払
令

文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
19
歳

妻
・
菊き
く
こ子
を
娶め
と

り
、
母
へ
の
孝
養
と
家

事
を
託
し
、
漢
方
医
学
を
学
ぶ
た
め
江

戸
へ
出
る
。

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
22
歳

医
道
修
業
の
た
め
各
地
を
遊
歴
。

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
25
歳

故
郷
に
戻
り
、
実
家
の
門
前
に
表
札
を

掲
げ
一
家
を
な
す
。

◆
天
保
の
大
飢き
き
ん饉

天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
29
歳

国
学
四
大
人
の
一
人
、
平ひ
ら
た
あ
つ
た
ね

田
篤
胤
に
入

門
。
古
医
道
を
究
め
る
た
め
、
古
典
研

究
の
必
要
性
か
ら
国
学
の
道
に
入
る
。

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）
33
歳

平
田
篤
胤
の
思
想
が
幕
府
批
判
と
と
ら

れ
、
江
戸
を
離
れ
た
た
め
、
直
助
も
や

む
な
く
帰
郷
す
る
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
40
歳

日
本
古
来
の
医
道
で
あ
る
皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
を

研
究
し
、
日
本
最
古
の
薬
方
書
「
神し
ん

遺い

方ほ
う

」
を
詳
し
く
説
明
し
た
「
神し
ん

遺い

方ほ
う
け
い経

験け
ん
し
ょ
う
抄
」
を
草
稿
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）

◆
ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航

安
政
５
年
ご
ろ
（
１
８
５
８
）

◆
蘭
方
医
安あ
ん
ど
う
ぶ
ん
た
く

藤
文
澤
、
多

数
の
幼
児
に
種し
ゅ
と
う痘
を
実
施

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
54
歳

医
業
を
門
人
に
委ゆ
だ

ね
、
上
洛
し
上
流
社

会
の
人
び
と
に
国
学
を
論
じ
る
な
ど
、

尊
王
攘じ
ょ
う
い夷
運
動
に
傾
倒
す
る
。

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
59
歳

糾き
ゅ
う
ご
う
し
ょ
と
ん
し
ゅ
う
た
い

合
所
屯
集
隊
・
大
監
察
と
し
て
苅か
り

田た

積つ
み

穂ほ

の
名
で
薩さ
つ

摩ま

藩は
ん
て
い邸
に
入
り
、
薩
摩

藩
邸
焼
討
事
件
に
関
わ
る
。

◆
大
政
奉
還

◆
坂
本
龍
馬
暗
殺

◆
王
政
復
古
の
大
号
令

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

◆
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
61
歳

刑
法
官
監
察
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。
新

政
府
に
よ
る
大
学
校
設
立
の
際
に
は
中

博
士
に
任
命
さ
れ
、
皇
朝
医
道
の
専
任

教
授
を
務
め
る
。

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
63
歳

確
た
る
理
由
も
な
く
国
事
犯
の
嫌
疑
を

受
け
、
金
沢
藩
に
幽
閉
さ
れ
る
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
64
歳

政
治
一
切
を
断
念
し
、
国
学
の
研
究
に

従
事
す
る
。

◆
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
へ

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
65
歳

大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
の
祠し
か
ん官
に
招
か
れ
、

後
に
三
嶋
大
社
の
宮
司
を
兼
務
。

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
73
歳

本
籍
を
大
山
（
現
在
の
伊
勢
原
市
）
に

移
す
。

明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
74
歳

皇こ
う
て
ん
こ
う
き
ゅ
う
じ
ょ

典
講
究
所
の
教
授
に
就
く
。

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
75
歳

教
導
職
の
最
高
位
で
あ
る
大だ
い
き
ょ
う
じ
ょ
う

教
正
と
な

る
。

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
79
歳

６
月
８
日
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
没
す
。

没
後
「
国こ
く
ぶ
ん
く
と
う
こ
う

文
句
読
考
」
が
出
版
さ
れ
る
。
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文
政
８
年
（
１
８
２
５
）、
直
助
17
歳

の
と
き
、
父
親
が
他
界
。
最
良
の
師
を
求

め
、
19
歳
で
江
戸
遊
学
に
旅
立
っ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
で
は
、
漢
方
医
学
の
第
一
人
者
で

将
軍
の
侍じ

い医
で
あ
っ
た
野の

ま間
広こ

う
し
ゅ
ん
い
ん

春
院
に
弟

子
入
り
し
、
ひ
た
す
ら
研
究
と
勉
学
に
励

み
ま
し
た
。
３
年
間
で
医
書
も
漢か
ん
せ
き籍

も
学

び
終
え
た
直
助
は
、
さ
ら
に
３
年
間
各
地

を
遊
歴
し
、
25
歳
で
念
願
の
家
業
を
継
ぐ

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
そ
の
治
療
は
、

評
判
を
呼
び
、
患
者
も
多
く
集
ま
り
、
経

済
的
に
も
豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

弟
子
も
で
き
た
直
助
で
す
が
、
漢
方
医

学
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
そ
の
情
熱
は

 

日
本
古
来
の
医
道
へ
と
目
が
向
け
ら
れ
ま

す
。
漢
方
や
西
洋
の
処し
ょ
ほ
う方
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
日
本
に
は
神
が
遺の
こ

し
た
『
神し

ん
い
ほ
う

遺
方
』

と
い
う
日
本
最
古
の
薬
方
書
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
医
道
を
再
興
し
治
療

に
用
い
れ
ば
多
く
の
人
が
救
わ
れ
る
と

考
え
た
の
で
す
。
直
助
は
、
日
本
古
来

の
医
学
で
あ
る
古
医
道
を
究
明
す
る
に

は
、
古
典
研
究
が
重
要
と
考
え
、
国
学
四

大
人
の
一
人
、
平ひ
ら
た
あ
つ
た
ね

田
篤
胤
に
入
門
。
29
歳

の
と
き
で
し
た
。
篤
胤
の
も
と
３
年
の
間
、

皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
の
研
究
に
情
熱
を
燃
や
し
ま
し

た
。
直
助
は
、
病
人
を
単
に
肉
体
的
な
人

間
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な

部
分
も
重
要
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
す
。

　

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）、
33
歳
で
故

郷
に
戻
り
、
医
業
に
従
事
し
、
古
医
道
を

実
践
。
漢
方
医
を
廃
し
て
、「
皇
朝
医
家
」

の
看
板
を
掲
げ
、
古
医
道
に
よ
る
医
療
を

始
め
ま
し
た
。
し
か
し
評
判
は
上
が
ら
ず
、

生
活
は
困
窮
。
そ
れ
で
も
直
助
は
、
昼
夜

を
問
わ
ず
研
究
に
没
頭
し
、
そ
の
結
果
、

学
説
と
し
て
の
『
神
遺
方
』
を
よ
り
実
践

的
な
も
の
に
し
た
『
神し
ん
い
ほ
う
け
い
け
ん
し
ょ
う

遺
方
経
験
抄
』
を

書
き
上
げ
た
の
で
す
。
直
助
40
歳
の
と
き

で
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
古
医
道
に
関

わ
る
書
物
を
残
し
、
そ
の
功
績
は
江
戸
市

中
ま
で
知
れ
わ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
、
直
助
54
歳

の
と
き
、
母
親
が
他
界
、
身
内
へ
の
心
配

が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
妻
と
共
に
上
じ
ょ
う

洛ら
く

。
世
は
攘じ

ょ
う
い夷

論
に
沸わ

い
て
い
る
と
き
で
、

直
助
も
時
代
の
波
に
の
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

古
医
道
を
研
究
す
る
直
助
に
は
、
平ひ
ら

田た

篤あ
つ

胤た
ね

の
思
想
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
篤
胤

は
『
古
事
記
伝
』
を
著
し
た
本も
と
お
り居

宣の
り

長な
が

の

流
れ
を
く
み
、
仏
教
や
儒
教
が
も
た
ら
さ

れ
る
以
前
の
神
と
つ
な
が
る
精
神
に
立
ち

返
ろ
う
と
い
う
復ふ
っ
こ古
神し

ん
ど
う道
を
唱
え
た
人
で

す
。
こ
う
し
た
日
本
古
来
の
精
神
文
化
の

優
位
性
を
説
く
思
想
が
、
尊
王
攘
夷
・
倒

幕
運
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
『
人
の
病
は
国
の
病
よ
り
小
さ
い
。
吾

は
先
ず
大
い
な
る
も
の
を
治
療
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』
と
直
助
が
語
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
情
勢
を
憂う
れ

い
、

医
業
を
投
げ
打
っ
て
で
も
国
家
を
変
え
よ

う
と
す
る
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
の
直
助
は
公
家
な
ど
の
上
流
社
会
の

人
び
と
と
盛
ん
に
交
流
し
、
国
学
を
論
じ
、

憂ゆ
う
こ
く国

の
真
心
を
説
く
な
ど
、
そ
の
活
動
は

目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
国

家
を
変
え
よ
う
と
す
る
決
意
は
門
人
た
ち

も
同
様
で
し
た
。
倒
幕
に
対
す
る
強
い
意

志
表
示
と
さ
れ
る
足
利
三
代
木
像
梟き
ょ
う
し
ゅ首

事
件
（
足
利
将
軍
３
代
の
木
像
の
首
を
京

都
賀
茂
川
に
さ
ら
し
た
事
件
）
で
は
、
直

助
の
門
人
数
名
が
加
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
件
で
要
注
意
人
物
と
な
っ
た

直
助
で
す
が
、
相さ
が
ら
そ
う
ぞ
う

楽
総
三
の
糾

き
ゅ
う
ご
う
し
ょ
と
ん

合
所
屯

集し
ゅ
う
た
い
隊
に
大
監
察
苅か

り

田た

積つ
み

穂ほ

の
名
で
、
関
東

に
お
け
る
実
情
偵
察
や
後
の
倒
幕
運
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
薩さ
つ
ま
は
ん
て
い
や
き
う
ち

摩
藩
邸
焼
討
事

件
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
倒
幕
運

動
の
一
端
を
担
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の

後
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
戊ぼ
し
ん辰

戦
争
と
続

い
て
い
き
ま
す
。

 

慶
応
四
年
と
せ
と
い
ひ
け
る
年
の
正
月
の
な
か
ば

 

山
陽
道
鎮
撫
使
の
御
供
に
つ
か
へ
奉
り
て
湊
川
に

 

い
た
り
け
る
時
水
瀬
た
え
て
あ
り
け
れ
ば
よ
め
る

従
六
位
源
朝
臣
直
助

皇み
い
く
さ軍

の
馬
の
蹄

ひ
づ
め

も
ぬ
ら
さ
じ
と

み
な
と
か
は
ら
の
水
や
た
ゆ
ら
む

▲ 念願の尊王倒幕運動がかない、直

助が得意の絶頂にあったころの作品

（慶応 4年 1月）　（個人蔵）

▲古
 こ  い ほう

医方経
けいけんりゃく

験略（嘉永元年）

「神遺方経験抄」と同時期に作成したもので、古医道を

実地経験し、そのあらましを記述している（個人蔵）

『
医
者
・
権
田
直
助
』
日
本
古
来
の
医
道
に
没
頭

4広報もろやま  12月20日号

『
国
学
者
・
権
田
直
助
』
尊
王
攘
夷
・
倒
幕
運
動
に
傾
倒



特集　権田直助

Moroyama 人物伝

 

 　

　

明
治
維
新
で
は
、
王
政
復
古
が
実
現
さ

れ
、
国
学
者
の
主
義
主
張
が
貫
徹
さ
れ
ま

し
た
。
直
助
は
国
学
を
中
心
と
し
た
教
化

運
動
の
な
か
で
、
指
導
者
と
し
て
刑
法
官

監
察
知
事
、
大
学
校
で
皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
の
専
任

教
授
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
維

新
当
初
に
政
治
を
動
か
し
た
国
学
中
心
主

義
も
、
急
激
に
広
ま
っ
た
西
洋
文
化
と
相

容
れ
ず
、
国
学
者
は
徐
々
に
社
会
や
政
府

か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

直
助
も
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）、

63
歳
で
確
た
る
理
由
も
な
く
国
事
犯
の
嫌

疑
を
受
け
、
金
沢
藩
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
政
治
一
切
を

断
念
し
て
、
国
学
の
研
究
に
従
事
。
こ
の

時
点
で
、
古
医
道
の
研
究
は
ひ
と
ま
ず
休

止
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）、
直
助
は
神

道
家
の
道
に
進
み
ま
す
。
大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り
夫
利
神

社
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
の
祠し
か
ん官

に
招

か
れ
、後
に
三
嶋
大
社
（
静
岡
県
三
島
市
）

の
宮
司
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
明
治
元

年
（
１
８
６
８
）
に
行
わ
れ
た
神
仏
分
離

運
動
の
指
導
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
両
神

社
の
長
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
の
た

め
に
尽
力
し
て
き
た
直
助
に
と
っ
て
晩
年

の
仕
事
と
し
て
選
択
し
た
こ
と
は
、
苦
渋

の
決
断
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

国
学
が
も
は
や
時
代
に
相
容
れ
な
い
と

悟
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
直
助
の
向
上
心
は
尽
き
る
こ
と
な

く
、
神
社
再
興
の
先
駆
者
と
な
っ
て
い
く

の
で
す
。
そ
の
功
績
と
し
て
３
つ
の
事
業

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
つ
は
、
信
徒
の
組

織
化
を
行
い
、
信
仰
が
深
く
な
る
よ
う
布

教
活
動
の
教
化
を
行
い
ま
し
た
。
２
つ
目

は
、
祭
式
の
作
法
を
根
本
的
に
統
一
、
そ

れ
は
神
仏
分
離
後
、
神
道
界
の
基
準
と
な

る
も
の
で
し
た
。
３
つ
目
は
社
会
教
化
の

一
環
と
し
て
、
和
歌
を
選
ん
で
音お
ん

譜ぷ

を
定

め
、
完
全
な
謡う
た

い
物
を
作
っ
て
、
神
祭
葬

儀
の
と
き
な
ど
に
謡
っ
た
こ
と
で
す
。

　

か
く
し
て
、
直
助
は
苦く
り
ょ慮

の
末
、
大
山

を
永
住
の
地
と
定
め
、
明
治
14
年
（
１
８

８
１
）
に
本
籍
を
移
し
て
い
ま
す
。
そ
の

６
年
後
、
明
治
20
年
に
79
歳
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。

　

多
方
面
に
活
躍
し
た
直
助
で
す
が
、
国

語
学
、
国
文
法
の
分
野
で
も
大
き
な
業
績

を
残
し
て
い
ま
す
。
明
治
20
年
（
１
８
８

７
）
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
同
年
、
没
後

に
『
国こ
く
ぶ
ん
く
と
う
こ
う

文
句
読
考
』
が
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
直
助
は
、
句
読
点
が
な
い
文
章
は
正

し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
意
味
も
正
確

に
伝
わ
ら
な
い
と
し
て
、
文
章
の
構
造
と

句
読
点
の
関
係
、
句
読
点
の
必
要
性
を
説

き
ま
し
た
。

　

こ
の
『
国
文
句
読
考
』
は
、
日
本
で
初

め
て
出
版
さ
れ
た
句
読
点
に
関
す
る
学
術

書
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
で
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
、」

や
「
。」
で
す
が
、明
治
39
年
（
１
９
０
６
）

に
文
部
省
は
『
句
読
法
（
案
）』、
戦
後
の

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
に
は
『
く
ぎ
り

符
号
の
使
い
方
（
句
読
法
）（
案
）』
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
強
制
力
は
な

く
、
現
在
で
も
ま
だ
十
分
に
決
め
ら
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。
直
助
が
い
か
に
早
く
か
ら
、

国
文
法
、
文
章
表
現
の
大
切
さ
を
考
え
て

い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

▲大山阿夫利神社に建つ直助の銅像

（神奈川県伊勢原市）

▲神教歌譜（復刻本）、神祭葬儀に使う歌謡で、

音節、譜を直助がつけたもの

▲国文句読考（明治20年出版）

（個人蔵）

▲三嶋大社拝殿（静岡県三島市）

5 広報もろやま  12月20日号

『
神し

ん
と
う道

家か

・
権
田
直
助
』
神
社
再
興
の
先
駆
者
と
し
て
尽
力

『
国
語
表
記
の
始
祖
・
権
田
直
助
』



◆
企
画
展
の
趣
旨

　

こ
れ
ま
で
、
権
田
直
助
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
生
誕
２
０
０
年
を
記
念

し
て
３
年
前
に
企
画
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
難
解
な
部
分
も
多
く
、
整
理
に
時
間

を
要
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
郷

土
の
偉
人
と
し
て
、
多
く
の
人
に
注
目
し

て
ほ
し
く
て
、
今
回
の
企
画
展
と
な
り
ま

し
た
。

◆
直
助
の
最
大
の
功
績
と
は

　

功
績
が
多
く
て
、
簡
単
に
は
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
尊
王
攘じ
ょ
う
い夷
・
倒
幕
運
動
に
参

加
し
、
倒
幕
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
幕
末
の
動
乱
期
に

国
の
病
を
治
す
が
ご
と
く
奔ほ
ん
そ
う走
し
た
姿
は
、

時
代
の
流
れ
だ
と
し
て
も
、
信
念
を
貫
き
、

勇
気
あ
る
行
動
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
至
誠
の
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
倒
幕

運
動
の
際
、
直
助
が
岩い
わ
く
ら倉

具と
も
み視

の
密み

つ
ぎ議

に

加
わ
り
内
命
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
す
。

明
治
維
新
の
王
政
復
古
と
い
う
精
神
は
国

学
を
中
心
と
す
る
政
治
思
想
で
あ
り
、
岩

倉
具
視
も
直
助
ら
の
影
響
を
受
け
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

◆
直
助
が
残
し
た
も
の

　

直
助
が
記
し
た
文
献
は
数
多
く
、
医
学

書
、
幕
末
の
行
動
日
記
、
国
文
法
に
関
す

る
書
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
、
時
世
の
歌
を
書
に
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
と
と
も
に
、
直
助

の
書
を
町
内
で
も
多
く
の
人
が
所
有
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
作
品
を
見
て
も
、
書

に
長
け
、
歌
人
と
し
て
の
才
能
を
感
じ
る

も
の
で
す
。

　

多
く
の
功
績
を
残
し
、
称
え
ら
れ
る
べ

き
偉
人
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

ど
な
た
か
歴
史
小
説
と
し
て
取
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
の
要
素
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

権
田
直
助
没
後
１
２
５
年
記
念
企
画
展

激動の幕末を駆け抜け
た郷土の偉人、まさに
至

し

誠
せ い

の人

権田直助研究の第一人者

内野勝
まさひろ

裕さん

郷土歴史講座で「権田直助の残

した足
そくせき

跡」について解説する

内野勝裕さん（毛呂山町文化財

保護審議委員会委員長）

10
月
14
日
～
11
月
16
日
、
企
画
展
『
郷
土
に
残
る
国
学

者
権
田
直
助
の
足
跡
』
を
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催

▲歴史民俗資料館で開催された権田

直助の企画展

▲

郷土の偉人・権田直助を知るため

の授業で企画展に訪れた埼玉医科大

学の学生

いせはら歴史解説アドバイザー

齊藤勢
せい

吾
ご

さん

ISEHARA・おもてなし隊代表で、

大山信仰や権田直助の調査研

究に携わっている。

句
読
点
の
表
記
と
神
教
歌
の
普
及
は

注
目
す
べ
き
功
績
で
す

◆
伊
勢
原
で
の
権
田
直
助

　

大お
お
や
ま山

阿あ

ふ

り
夫
利
神
社
が
あ
る
伊
勢
原
市
で

は
、
直
助
は
あ
ま
り
多
く
語
り
継
が
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
一
時
期
の
過
激
な
行

動
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
功
績
は
徐
々
に
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
明
治
維
新
に
お
け
る
貢
献
は
大
き
な

功
績
だ
と
思
い
ま
す
が
、
国
語
学
者
と
し

て
句
読
点
の
必
要
性
を
説
い
た
点
と
神
教

歌
を
普
及
し
た
点
は
注
目
す
べ
き
功
績
だ

と
思
い
ま
す
。

◆
直
助
の
功
績
を
広
め
た
い

　

直
助
没
後
に
出
版
さ
れ
た
句
読
点
に
関

す
る
書
物
は
、
勤
皇
の
志
士
と
は
無
関
係

の
国
文
学
者
と
し
て
の
著
述
で
す
が
、
世

間
的
に
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

句
読
点
学
の
第
一
人
者
・
大お
お
る
い
ま
さ
と
し

類
雅
敏
氏

に
「
句
読
点
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
ま
で
い
わ

れ
た
ほ
ど
の
重
要
な
文
献
な
の
で
す
。
神

教
歌
も
、
直
助
が
世
に
広
め
た
も
の
で
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
偉
業
を
世
に
広
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
直
助
の
魅

力
に
迫
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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特集　権田直助

Moroyama 人物伝

資料提供（毛呂山町歴史民俗資料館）
P2 権田直助肖像画／ P3 毛呂郷大絵図／
P4 掛軸「皇軍の馬の蹄…」／ P5 神教歌
譜（復刻本）／ P7 有柳の可庵嗣号を祝
す歌

参考文献
毛呂山町史／新毛呂山町史／毛呂山町資
料集【第５集】草奔の志士『権田直助』
／権田直助先生伝／郷土歴史講座「郷土
に残る国学者権田直助の足跡」

●
い
ま
も
続
く
大

お
お
や
ま
も
う
で

山
詣

　

大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
へ
の
信
仰
と
し
て
、

参
詣
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
大
山
講
は
、

江
戸
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
現
在
も
大
山
詣
を
行
っ
て
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
一
人
、
大
山
節

分
会
の
福
田
忠
次
さ
ん
（
大
師
一
区
）
は

「
大
山
講
の
始
ま
り
は
農
民
信
仰
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
も
続
い
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
直
助
を
偲し
の

ん
で
の
参
拝
の
意

味
の
ほ
う
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
り
、
毎
年
、
宿
坊

に
泊
ま
る
の
が
楽
し
み
だ
と
い
い
ま
す
。

●
直
助
が
後
世
に
残
し
た
も
の

　

人
々
の
た
め
に
、
医
者
と
し
て
病
を
治

す
こ
と
に
専
念
し
、
や
が
て
国
家
の
病
を

治
す
ま
で
に
発
展
し
た
直
助
の
行
動
は
、

地
域
や
自
国
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
晩
年
、
毛
呂
本
郷
を

去
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
郷
土
へ
の
愛

着
は
次
の
歌
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

「
四よ

も

や

も

方
八
方
の
詠

な
が
め
め
宜

よ
ろ
し
み
あ
す
は
ね
の
一

本
杉
に
一
日
暮
さ
む
」

こ
れ
は
、
直
助
の
歌
を
門
人
た
ち
が
編
集

し
た
『
名な
ご
し
の
や
お
う
か
し
ゅ
う

越
舎
翁
家
集
』
に
出
て
い
る
一

首
で
す
。
阿あ

す

わ

諏
訪
の
一
本
杉
峠
に
登
り
、

一
休
み
し
て
詠
ん
だ
歌
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
歌
や
書
は
、
掛
け
軸
な
ど

に
残
さ
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
足そ
く
せ
き跡
を
残
し
て
い
る
直
助
。
そ

の
原
点
は
、
人
び
と
へ
の
愛
で
あ
り
、
誰

か
を
助
け
た
い
と
い
う
信
念
が
道
を
切
り

開
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

▲ 川角村出身の俳人・野口有
うりゅう

柳が

師匠の川村碩
せ き ふ

布の号別可
か あ ん

庵を継い

だことを祝って直助が贈った歌

▲直助自筆の書

（個人蔵）

▲出
い ず も

雲伊
い わ い

波比神社社号碑（明

治10年建立）文字は直助の書

によるもの

　
　
有
柳
雅
兄
の

　
　
故
碩
布
翁
の
別

　
　
号
を
継
て
可
庵
と

　
　
号
せ
ら
る
ゝ
事
を

　
　
こ
と
ほ
ぎ
侍
り
て
　
直
助

　
ゆ
ゝ
し
さ
よ
　
池
の
蛙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
音
た
ふ
か

　
　
聞
つ
く
か
ね
と

　
　
　
　
　
　
　
出
立
る
人

▲毎年、節分の日に合せ、大山阿夫利神社に

参拝をする大山節分会の皆さん

▲名
なごしのやおうかしゅう

越舎翁家集

門人により、直助の代表的な歌を編集

した歌集（個人蔵）

▲直助が医者として生きる自負や決意

を歌ったもの。落款（署名）に「武野

草医」（武蔵野の田舎医者）とある

（個人蔵）
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